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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 玄 関 土 間 及 び 玄 関 ホ ー ル か ら な る 玄 関 室 と 、
　 前 記 玄 関 室 に 隣 接 し て 形 成 さ れ 、 前 記 玄 関 土 間 に 繋 が る 土 間 床 を 有 す る 土 間 収 納 部 と 、
　 前 記 土 間 収 納 部 に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ 、 床 面 が 前 記 土 間 床 よ り も 高 く 形 成 さ  
れ た 身 支 度 室 と 、
　 前 記 身 支 度 室 に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ た ワ ー ク ス ペ ー ス と 、
　 前 記 玄 関 ホ ー ル に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ 、 リ ビ ン グ 空 間 又 は ダ イ ニ ン グ 空 間 を  
含 む 部 屋 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 前 記 部 屋 内 に 形 成 さ れ た 空 間 で あ り 、
前 記 部 屋 は 、 前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス と 他 の 空 間 と の 間 に 開 閉 可 能 な ス ク リ ー ン が 配 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 住 宅 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 玄 関 室 、 前 記 土 間 収 納 部 、 及 び 前 記 身 支 度 室 は 、 同 一 平 面 上 に 形 成 さ れ る 第 一 外 壁 に  
沿 っ て 直 線 的 に 配 置 さ れ る と と も に 、 前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 前 記 第 一 外 壁 と 垂 直 な 第 二  
外 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 住 宅 。
【 請 求 項 ３ 】
　 玄 関 土 間 及 び 玄 関 ホ ー ル か ら な る 玄 関 室 と 、
　 前 記 玄 関 室 に 隣 接 し て 形 成 さ れ 、 前 記 玄 関 土 間 に 繋 が る 土 間 床 を 有 す る 土 間 収 納 部 と 、

請求項の数　8　（全12頁）
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　 前 記 土 間 収 納 部 に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ 、 床 面 が 前 記 土 間 床 よ り も 高 く 形 成 さ  
れ た 身 支 度 室 と 、
　 前 記 身 支 度 室 に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ た ワ ー ク ス ペ ー ス と 、
　 前 記 玄 関 ホ ー ル に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ 、 リ ビ ン グ 空 間 又 は ダ イ ニ ン グ 空 間 を  
含 む 部 屋 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 前 記 部 屋 内 に 形 成 さ れ た 空 間 で あ り 、
前 記 玄 関 室 、 前 記 土 間 収 納 部 、 及 び 前 記 身 支 度 室 は 、 同 一 平 面 上 に 形 成 さ れ る 第 一 外 壁 に  
沿 っ て 直 線 的 に 配 置 さ れ る と と も に 、 前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 前 記 第 一 外 壁 と 垂 直 な 第 二  
外 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 住 宅 。
【 請 求 項 ４ 】
  前 記 第 二 外 壁 に 沿 っ て 机 の 天 板 が 形 成 さ れ る と と も に 、
  当 該 第 二 外 壁 に 開 口 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の 住  
宅 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 前 記 第 二 外 壁 に 沿 っ て 前 記 机 の 天 板 の 一 端 側 に 身 支 度 室 が 形 成 さ  
れ る と と も に 、 前 記 机 の 天 板 の 他 端 側 に 収 納 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に  
記 載 の 住 宅 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 部 屋 は 、 前 記 第 二 外 壁 に 対 向 す る 第 三 外 壁 に 沿 っ て 、 床 面 が 前 記 部 屋 の 他 の 部 分 よ り  
も 高 く 形 成 さ れ た ス テ ー ジ 部 を 有 し 、
  前 記 ス テ ー ジ 部 の 上 に 、 上 階 に 連 通 す る 吹 き 抜 け が 形 成 さ れ る と と も に 、
  前 記 ス テ ー ジ 部 か ら 前 記 吹 き 抜 け を 通 っ て 上 階 に 繋 が る 階 段 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特  
徴 と す る 請 求 項 ２ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 住 宅 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 階 段 を 上 っ た 上 階 に 形 成 さ れ る 階 段 ホ ー ル と 、
前 記 階 段 ホ ー ル に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ た 畳 コ ー ナ ー と 、
前 記 畳 コ ー ナ ー に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ た 洗 濯 機 置 き 場 を 有 す る 家 事 室 と 、
を さ ら に 備 え 、
前 記 階 段 ホ ー ル と 前 記 畳 コ ー ナ ー と の 境 界 、 及 び 前 記 家 事 室 と 前 記 畳 コ ー ナ ー と の 境 界 は  
、 そ れ ぞ れ 全 面 を 開 放 可 能 な 建 具 に よ り 隔 て ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 住  
宅 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 身 支 度 室 は 、 シ ン ク を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記  
載 の 住 宅 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 玄 関 室 、 土 間 収 納 部 、 身 支 度 室 、 及 び ワ ー ク ス ペ ー ス が 隣 接 し て 形 成 さ れ た  
住 宅 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 玄 関 室 か ら 居 住 空 間 に 向 か う 表 動 線 の ほ か に 、 玄 関 室 か ら シ ュ ー ズ ク ロ ー ク  
や ウ ォ ー ク ス ル ー ク ロ ー ゼ ッ ト な ど の 収 納 室 を 介 し て 居 住 空 間 に 向 か う 居 住 者 用 の 裏 動 線  
を 設 け た 住 宅 が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ 又 は 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 こ れ に よ る と 、 収 納 室  
を 介 さ な い 表 動 線 及 び 収 納 室 を 介 し た 裏 動 線 の ２ つ の 動 線 を 使 い 分 け る こ と で 、 来 客 時 、  
外 出 時 、 又 は 帰 宅 時 な ど の 様 々 な 生 活 シ ー ン に お い て 利 便 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ３ ４ ４ ２ ９ ７ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ９ － ３ １ ８ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の よ う な 住 宅 は 、 ２ つ の 動 線 が 互 い に 異 な る 居 室 に 接 続 さ れ て い る の で 、 １ 階 に 少  
な く と も 異 な る ２ 室 以 上 が 配 置 さ れ た 住 宅 に 形 成 さ れ る 間 取 り と な っ て い る 。 と こ ろ で 、  
近 年 で は リ ビ ン グ ダ イ ニ ン グ キ ッ チ ン を 大 き な 一 体 空 間 と し て 配 置 す る 住 宅 も 多 く 、 住 宅  
の 床 面 積 に よ っ て は 、 ２ つ の 動 線 を そ れ ぞ れ 異 な る 居 室 に 接 続 す る 間 取 り が と り に く い 場  
合 も 多 い 。 ま た 、 裏 動 線 が 寝 室 や 和 室 に 接 続 さ れ る の で 、 生 活 シ ー ン に よ っ て は 裏 動 線 を  
活 用 し に く い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 玄 関 室 か ら 異 な る ２ つ の 動 線 を 確 保 し た 住 宅 で あ っ て 、 居 住 者 用 の  
動 線 の 利 便 性 を 高 め る こ と が で き 、 在 宅 ワ ー ク の 際 の 利 便 性 も 高 め た 住 宅 を 提 供 す る こ と  
を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 住 宅 は 、 玄 関 土 間 及 び 玄 関 ホ ー ル か ら な る 玄 関 室 と 、 前 記 玄 関 室 に 隣 接 し て 形  
成 さ れ 、 前 記 玄 関 土 間 に 繋 が る 土 間 床 を 有 す る 土 間 収 納 部 と 、 前 記 土 間 収 納 部 に 隣 接 し て  
行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ 、 床 面 が 前 記 土 間 床 よ り も 高 く 形 成 さ れ た 身 支 度 室 と 、 前 記 身 支 度  
室 に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ た ワ ー ク ス ペ ー ス と 、 前 記 玄 関 ホ ー ル に 隣 接 し て 行 き  
来 可 能 に 形 成 さ れ 、 リ ビ ン グ 空 間 又 は ダ イ ニ ン グ 空 間 を 含 む 部 屋 と 、 を 備 え 、 前 記 ワ ー ク  
ス ペ ー ス は 、 前 記 部 屋 内 に 形 成 さ れ た 空 間 で あ り 、 前 記 部 屋 は 、 前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス と 他  
の 空 間 と の 間 に 開 閉 可 能 な ス ク リ ー ン が 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 住 宅 は 、 前 記 玄 関 室 、 前 記 土 間 収 納 部 、 及 び 前 記 身 支 度 室 は 、 同 一 平 面 上 に 形  
成 さ れ る 第 一 外 壁 に 沿 っ て 直 線 的 に 配 置 さ れ る と と も に 、 前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 前 記 第  
一 外 壁 と 垂 直 な 第 二 外 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 住 宅 は 、 玄 関 土 間 及 び 玄 関 ホ ー ル か ら な る 玄 関 室 と 、 前 記 玄 関 室 に 隣 接 し て 形  
成 さ れ 、 前 記 玄 関 土 間 に 繋 が る 土 間 床 を 有 す る 土 間 収 納 部 と 、 前 記 土 間 収 納 部 に 隣 接 し て  
行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ 、 床 面 が 前 記 土 間 床 よ り も 高 く 形 成 さ れ た 身 支 度 室 と 、 前 記 身 支 度  
室 に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ た ワ ー ク ス ペ ー ス と 、 前 記 玄 関 ホ ー ル に 隣 接 し て 行 き  
来 可 能 に 形 成 さ れ 、 リ ビ ン グ 空 間 又 は ダ イ ニ ン グ 空 間 を 含 む 部 屋 と 、 を 備 え 、 前 記 ワ ー ク  
ス ペ ー ス は 、 前 記 部 屋 内 に 形 成 さ れ た 空 間 で あ り 、 前 記 玄 関 室 、 前 記 土 間 収 納 部 、 及 び 前  
記 身 支 度 室 は 、 同 一 平 面 上 に 形 成 さ れ る 第 一 外 壁 に 沿 っ て 直 線 的 に 配 置 さ れ る と と も に 、  
前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 前 記 第 一 外 壁 と 垂 直 な 第 二 外 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と  
し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 住 宅 は 、 前 記 第 二 外 壁 に 沿 っ て 机 の 天 板 が 形 成 さ れ る と と も に 、 当 該 第 二 外 壁  
に 開 口 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 住 宅 は 、 前 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 前 記 第 二 外 壁 に 沿 っ て 前 記 机 の 天 板 の 一 端 側  
に 身 支 度 室 が 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 机 の 天 板 の 他 端 側 に 収 納 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特  
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 住 宅 は 、 前 記 部 屋 は 、 前 記 第 二 外 壁 に 対 向 す る 第 三 外 壁 に 沿 っ て 、 床 面 が 前 記  
部 屋 の 他 の 部 分 よ り も 高 く 形 成 さ れ た ス テ ー ジ 部 を 有 し 、 前 記 ス テ ー ジ 部 の 上 に 、 上 階 に  
連 通 す る 吹 き 抜 け が 形 成 さ れ る と と も に 、 前 記 ス テ ー ジ 部 か ら 前 記 吹 き 抜 け を 通 っ て 上 階  
に 繋 が る 階 段 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 住 宅 は 、 前 記 階 段 を 上 っ た 上 階 に 形 成 さ れ る 階 段 ホ ー ル と 、 前 記 階 段 ホ ー ル に  
隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ た 畳 コ ー ナ ー と 、 前 記 畳 コ ー ナ ー に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に  
形 成 さ れ た 洗 濯 機 置 き 場 を 有 す る 家 事 室 と 、 を さ ら に 備 え 、 前 記 階 段 ホ ー ル と 前 記 畳 コ ー  
ナ ー と の 境 界 、 及 び 前 記 家 事 室 と 前 記 畳 コ ー ナ ー と の 境 界 は 、 そ れ ぞ れ 全 面 を 開 放 可 能 な  
建 具 に よ り 隔 て ら れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 住 宅 は 、 前 記 身 支 度 室 は 、 シ ン ク を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 住 宅 に よ る と 、 玄 関 室 及 び 土 間 収 納 部 、 土 間 収 納 部 及 び 身 支 度 室 、 身 支 度 室 及  
び ワ ー ク ス ペ ー ス が そ れ ぞ れ 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ て い る の で 、 玄 関 室 か ら 土 間  
収 納 部 及 び 身 支 度 室 を 介 し て ワ ー ク ス ペ ー ス に 入 る 動 線 を 有 す る 。 そ し て 、 玄 関 室 は 、 リ  
ビ ン グ 空 間 又 は ダ イ ニ ン グ 空 間 を 含 む 部 屋 に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 で あ る の で 、 玄 関 室 か ら  
直 接 部 屋 に 入 る 動 線 を 有 す る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス は 部 屋 内 に 形 成 さ れ た 空 間 で あ る の で 、 玄  
関 室 か ら ２ つ の 動 線 を 通 し て 部 屋 に 入 る こ と が で き 、 土 間 収 納 部 や 身 支 度 室 を 介 す る 動 線  
は 、 居 住 者 の 外 出 時 や 帰 宅 時 に 例 え ば 鞄 や 装 身 具 を 付 け 外 し し 、 又 は 外 套 や 靴 を 脱 ぎ 着 す  
る こ と が で き る 利 便 性 の 高 い 動 線 と す る と と も に 、 玄 関 室 か ら 直 接 部 屋 に 入 る 動 線 は 来 客  
時 の 動 線 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ワ ー ク ス ペ ー ス が 身 支 度 室 に 隣 接 し て 配 置  
さ れ る こ と で 、 仕 事 用 の 鞄 を 身 支 度 室 に 収 納 し て お く こ と で 、 在 宅 ワ ー ク の 際 の 利 便 性 も  
高 め る こ と が で き る 。 そ し て 、 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 部 屋 内 に 形 成 さ れ た 空 間 で あ る の で 、  
在 宅 ワ ー ク の と き に 他 の 居 住 者 と 適 度 な 距 離 感 で 仕 事 を す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 玄 関  
室 か ら 部 屋 に 入 る ２ つ の 動 線 上 に は い ず れ も 廊 下 が 設 け ら れ て い な い の で 、 住 宅 の 空 間 効  
率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 住 宅 に よ る と 、 部 屋 内 の ワ ー ク ス ペ ー ス と 他 の 空 間 と の 間 に 開 閉 可 能 な ス ク リ  
ー ン が 配 置 さ れ る の で 、 例 え ば リ モ ー ト 会 議 の 際 に 部 屋 内 の 他 の 空 間 が 映 り 込 む こ と を 防  
止 す る こ と が で き 、 適 度 に 仕 事 に 集 中 で き る 空 間 を 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 住 宅 に よ る と 、 玄 関 室 、 土 間 収 納 部 、 及 び 身 支 度 室 は 、 同 一 平 面 上 に 形 成 さ れ  
る 第 一 外 壁 に 沿 っ て 直 線 的 に 配 置 さ れ る と と も に 、 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 第 一 外 壁 と 垂 直 な  
第 二 外 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ る の で 、 ワ ー ク ス ペ ー ス が 玄 関 か ら 離 れ た 印 象 と な り 、 ワ ー ク  
ス ペ ー ス を 適 度 に 仕 事 に 集 中 す る こ と が で き る 空 間 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 住 宅 に よ る と 、 第 二 外 壁 に 沿 っ て 机 の 天 板 が 形 成 さ れ る と と も に 、 当 該 第 二 外  
壁 に 開 口 部 が 形 成 さ れ る の で 、 ワ ー ク ス ペ ー ス は 開 口 部 に 沿 っ た 天 板 が 形 成 さ れ る こ と と  
な り 、 適 度 な 外 光 を 取 り 入 れ つ つ 仕 事 を す る こ と が で き る と と も に 、 ワ ー ク ス ペ ー ス が 部  
屋 内 に 形 成 さ れ た 空 間 で あ る の で 、 ワ ー ク ス ペ ー ス を 介 し て 部 屋 の 他 の 部 分 に も 採 光 や 通  
風 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 住 宅 に よ る と 、 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 第 二 外 壁 に 沿 っ て 机 の 天 板 の 一 端 側 に 身 支  
度 室 が 形 成 さ れ る と と も に 、 机 の 天 板 の 他 端 側 に 収 納 部 が 形 成 さ れ る の で 、 机 の 天 板 の 両  
端 に 収 納 可 能 な ス ペ ー ス が 設 け ら れ る こ と と な り 、 仕 事 中 に 必 要 な も の を 整 理 し て 様 々 に  
収 納 す る こ と が で き 、 利 便 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 住 宅 に よ る と 、 部 屋 は 、 第 二 外 壁 に 対 向 す る 第 三 外 壁 に 沿 っ て 、 床 面 が 高 く 形  
成 さ れ た ス テ ー ジ 部 を 有 し て お り 、 当 該 ス テ ー ジ 部 の 上 に 、 上 階 に 連 通 す る 吹 き 抜 け が 形  
成 さ れ る と と も に 、 ス テ ー ジ 部 か ら 吹 き 抜 け を 通 っ て 上 階 に 繋 が る 階 段 が 形 成 さ れ て い る  
の で 、 ス テ ー ジ 部 が 設 け ら れ る こ と に よ り 下 階 床 よ り も 高 い 中 二 階 が 設 け ら れ た 印 象 と な  
り 、 下 階 床 と 上 階 床 と を 直 接 階 段 で 繋 げ る 場 合 よ り も １ 階 と ２ 階 と を 繋 が っ た 印 象 と す る  
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こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 住 宅 に よ る と 、 上 階 に 形 成 さ れ る 階 段 ホ ー ル に 隣 接 す る 畳 コ ー ナ ー と 、 当 該 畳  
コ ー ナ ー に 隣 接 す る 家 事 室 と 、 が 設 け ら れ て い る の で 下 階 か ら 空 間 的 に 繋 が っ た 印 象 の 上  
階 に 家 事 ス ペ ー ス が 形 成 さ れ た 印 象 と な る 。 そ し て 、 階 段 ホ ー ル と 畳 コ ー ナ ー と の 境 界 、  
及 び 家 事 室 と 畳 コ ー ナ ー と の 境 界 を 、 そ れ ぞ れ 全 面 的 に 開 放 す る こ と で 、 よ り １ 階 と 繋 が  
っ た 印 象 と す る こ と が で き 、 適 度 に 繋 が っ た 印 象 で 家 事 を 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 建  
具 に よ り 畳 コ ー ナ ー を 家 事 室 及 び 階 段 ホ ー ル か ら 隔 て る こ と で 、 畳 の 小 部 屋 を 設 け る こ と  
が で き 、 例 え ば 来 客 用 の 寝 室 と し て 利 用 す る こ と も で き る 。
ま た 、 本 発 明 の 住 宅 に よ る と 、 身 支 度 室 に シ ン ク が 設 け ら れ る こ と で 、 帰 宅 時 に 玄 関 室 か  
ら 土 間 収 納 部 及 び 身 支 度 室 を 通 っ て 、 部 屋 に 入 る 際 に 手 洗 い 等 を 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 住 宅 の １ 階 の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 住 宅 の 玄 関 室 、 土 間 収 納 部 、 身 支 度 室 の 構 成 を 示 す 一 部 拡 大 断 面 図 。
【 図 ３ 】 住 宅 の 身 支 度 室 、 ワ ー ク ス ペ ー ス の 構 成 を 示 す 一 部 拡 大 断 面 図 。
【 図 ４ 】 住 宅 の ２ 階 の 構 成 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 畳 コ ー ナ ー が 閉 じ ら れ た 状 態 の 住 宅 ２ 階 の 一 部 拡 大 断 面 図 。
【 図 ６ 】 畳 コ ー ナ ー が 開 放 さ れ た 状 態 の 住 宅 ２ 階 の 一 部 拡 大 断 面 図 。
【 図 ７ 】 子 供 部 屋 を 間 仕 切 り 壁 で 区 画 し た 状 態 の 住 宅 ２ 階 の 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 住 宅 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 各 図 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 本 実 施 形  
態 に お い て 、 住 宅 １ は 軽 量 鉄 骨 造 の ２ 階 建 て 戸 建 て 住 宅 １ で あ る 。 住 宅 １ の 敷 地 は 略 矩 形  
で 東 側 が 接 道 し て い る 。 な お 、 本 発 明 に お け る 住 宅 １ は 、 例 え ば ３ 階 建 て 以 上 で あ っ て も  
よ い 。 ま た 、 本 発 明 に お け る 住 宅 １ は 、 上 階 を 有 す る こ と が 好 ま し い が 、 必 ず し も 平 屋 建  
て の 住 宅 １ を 排 除 す る も の で は な い 。 さ ら に 住 宅 １ は 、 軽 量 鉄 骨 造 に 限 定 さ れ る も の で は  
な く 、 木 造 、 重 量 鉄 骨 造 、 Ｒ Ｃ 造 な ど の 他 の 構 造 躯 体 を 有 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 住 宅 １ の 一 階 に は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 南 東 角 に 玄 関 室 ２ が 形 成 さ れ て い る 。  
玄 関 室 ２ は 、 矩 形 に 形 成 さ れ て お り 、 住 宅 １ 東 側 の 外 壁 面 を 形 成 す る 第 一 外 壁 ３ と 、 南 側  
の 外 壁 と に 沿 っ て 平 面 視 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ る 玄 関 土 間 ４ と 、 玄 関 室 ２ の 北 西 角 に 形 成 さ れ  
、 上 り 框 を 介 し て 玄 関 土 間 ４ よ り も 高 い 床 面 が 形 成 さ れ た 玄 関 ホ ー ル ５ と を 有 す る 。 玄 関  
室 ２ に は 南 東 側 に 玄 関 土 間 ４ と 玄 関 ホ ー ル ５ と に 跨 る よ う に 下 駄 箱 ６ が 形 成 さ れ て い る 。  
玄 関 ホ ー ル ５ は 、 そ の 西 側 に 引 き 戸 ３ ２ が 設 け ら れ て お り 、 玄 関 室 ２ か ら そ の 西 側 に 形 成  
さ れ た リ ビ ン グ 空 間 ７ を 含 む 部 屋 ８ に 進 入 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 一 外 壁 ３ の 玄 関 室 ２ と 反 対 側 の 屋 外 に は 玄 関 ポ ー チ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 玄 関 ポ ー チ  
９ の 東 側 に は 、 ２ 階 の バ ル コ ニ ー １ ０ か ら 繋 が る 壁 体 １ １ が 形 成 さ れ て お り 、 接 道 か ら 玄  
関 室 ２ へ の 視 線 を 遮 っ て い る 。 玄 関 室 ２ に 隣 接 し て 北 側 に は 、 玄 関 土 間 ４ に 繋 が る 土 間 床  
が 設 け ら れ た 土 間 収 納 部 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 玄 関 室 ２ と 土 間 収 納 部 １ ２ と の 間 に は 開  
き 戸 １ ３ が 設 け ら れ て お り 、 例 え ば 来 客 時 に は 玄 関 室 ２ か ら 土 間 収 納 部 １ ２ を 隠 す こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 土 間 収 納 部 １ ２ に は 、 屋 外 で 使 用 す る 例 え ば 傘 や ス ポ ー ツ 用 品 な ど の 住 宅 １ の 部 屋 ８ に  
は 持 ち 運 び た く な い も の を 収 納 す る こ と が で き る 。 ま た 、 土 間 収 納 部 １ ２ に は 棚 家 具 １ ４  
が 配 置 さ れ て お り 、 例 え ば 履 物 の 一 部 を 収 納 す る こ と が で き る 。 土 間 収 納 部 １ ２ の 北 側 に  
は 、 身 支 度 室 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 身 支 度 室 １ ５ は 、 住 宅 １ の 北 東 角 に 形 成 さ れ て い る  
。 身 支 度 室 １ ５ の 床 面 は 土 間 収 納 部 １ ２ の 土 間 床 か ら 框 を 介 し て 一 段 上 が っ て 形 成 さ れ て  
い る 。 身 支 度 室 １ ５ は 、 住 宅 １ の 東 側 の 外 壁 面 を 形 成 す る 第 一 外 壁 ３ と 、 住 宅 １ の 北 側 の  
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外 壁 面 を 形 成 す る 第 二 外 壁 １ ６ と に 沿 っ て ハ ン ガ ー ポ ー ル 及 び 棚 か ら な る 衣 類 収 納 部 １ ７  
が 形 成 さ れ て い る 。 住 宅 １ の 東 側 の 外 壁 面 を 形 成 す る 第 一 外 壁 ３ と 、 住 宅 １ の 北 側 の 外 壁  
面 を 形 成 す る 第 二 外 壁 １ ６ と は 直 交 し て い る 。 衣 類 収 納 部 １ ７ は 例 え ば 外 套 や 帽 子 な ど の  
主 に 衣 類 を 収 納 す る も の で あ る が 、 例 え ば 、 鞄 、 身 飾 具 な ど 外 出 時 に 身 に 着 け る 小 物 類 も  
収 納 す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 身 支 度 室 １ ５ の 南 西 角 に は 水 栓 が 設 け ら れ た ス ロ ッ プ シ ン  
ク １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 身 支 度 室 １ ５ の 衣 類 収 納 部 １ ７ と ス ロ ッ プ シ ン ク １ ８ と の 間 は  
、 居 住 者 が 歩 行 可 能 な 通 路 と な っ て い る 。 な お 、 本 発 明 に お け る 「 シ ン ク 」 は 、 本 実 施 形  
態 で は ス ロ ッ プ シ ン ク １ ８ が こ れ に 相 当 す る 。 身 支 度 室 １ ５ に ス ロ ッ プ シ ン ク １ ８ が 形 成  
さ れ る こ と で 、 帰 宅 時 に 玄 関 室 ２ か ら 土 間 収 納 部 １ ２ 及 び 身 支 度 室 １ ５ を 通 っ て 、 部 屋 ８  
に 入 る 際 に 手 洗 い 等 を 行 う こ と が で き る 。 玄 関 室 ２ 、 土 間 収 納 部 １ ２ 、 及 び 身 支 度 室 １ ５  
は 、 第 一 外 壁 ３ に 沿 っ て 直 線 的 に 配 置 さ れ て お り 、 玄 関 室 ２ か ら 土 間 収 納 部 １ ２ を 通 っ て  
身 支 度 室 １ ５ に 進 入 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 身 支 度 室 １ ５ に 隣 接 し て 西 側 に は ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ が 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。  
身 支 度 室 １ ５ と ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ と の 境 界 に は 間 仕 切 壁 ２ ７ が 形 成 さ れ る と と も に 、 間  
仕 切 壁 ２ ７ に 開 き 戸 の 建 具 ２ ８ が 設 け ら れ て 、 身 支 度 室 １ ５ と ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ と を 行  
き 来 可 能 と し て い る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ は 、 住 宅 １ の 北 側 の 外 壁 面 を 形 成 す る 第 二 外 壁  
１ ６ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 玄 関 室 ２ 、 土 間 収 納 部 １ ２ 、 及 び 身 支 度 室 １ ５ が 第 一 外 壁  
３ に 沿 っ て 直 線 的 に 配 置 さ れ る と と も に 、 身 支 度 室 １ ５ と ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ と が 第 一 外  
壁 ３ に 直 交 す る 第 二 外 壁 １ ６ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る の で 、 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ が 玄 関 室  
２ か ら 離 れ た 印 象 と な り 、 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ を 適 度 に 集 中 で き る ス ペ ー ス と す る こ と が  
で き る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ に は 、 第 二 外 壁 １ ６ に 沿 っ て 造 作 家 具 の 机 ２ ０ の 天 板 ２ １ が  
設 け ら れ て い る 。 机 ２ ０ は 、 第 二 外 壁 １ ６ の 屋 内 面 に 単 に 天 板 ２ １ を 固 定 し た も の で あ っ  
て も よ く 、 例 え ば 、 天 板 ２ １ の 下 に 引 き 出 し や 床 面 に 載 置 さ れ る 脚 が 形 成 さ れ た も の で あ  
っ て も よ い 。 第 二 外 壁 １ ６ に は ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ に 対 面 す る 位 置 に 開 口 部 ２ ２ が 形 成 さ  
れ て い る 。 開 口 部 ２ ２ は 、 机 ２ ０ の 天 板 ２ １ の 高 さ よ り も 高 い 位 置 に 形 成 さ れ る 腰 窓 で あ  
り 、 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ の ほ ぼ 全 幅 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ の 西 側 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば 書 類 や 文 房 具 な ど を 収 納 可  
能 な 収 納 部 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 収 納 部 ２ ３ は 、 北 側 の 外 壁 面 を 形 成 す る 第 二 外 壁 １ ６  
に 沿 っ て 形 成 さ れ て お り 、 第 二 外 壁 １ ６ か ら 突 出 す る 袖 壁 ２ ６ に よ っ て ワ ー ク ス ペ ー ス １  
９ と 部 分 的 に 隔 て ら れ て い る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ と 収 納 部 ２ ３ と の 境 界 に は 北 側 半 分 ほ  
ど が 袖 壁 ２ ６ よ っ て 仕 切 ら れ る と と も に 、 境 界 の 南 側 半 分 は 仕 切 ら れ て お ら ず 、 居 住 者 が  
通 行 可 能 と な っ て い る 。 収 納 部 ２ ３ の 西 側 に は 、 パ イ プ ス ペ ー ス ２ ４ を 介 し て ト イ レ ２ ５  
が 形 成 さ れ て い る 。 ト イ レ ２ ５ 及 び 収 納 部 ２ ３ の 南 側 は 間 仕 切 り 壁 に よ っ て ダ イ ニ ン グ 空  
間 ２ ９ 及 び キ ッ チ ン ３ ０ と 隔 て ら れ て い る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ の 机 ２ ０ の 天 板 ２ １ は 、  
ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ と 身 支 度 室 １ ５ と の 境 界 の 間 仕 切 壁 ２ ７ に 一 端 が 当 接 す る と と も に 、  
袖 壁 ２ ６ に 他 端 が 当 接 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ の 南 側 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ が 形 成 さ れ て  
お り 、 ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ の 南 側 に リ ビ ン グ 空 間 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス １  
９ と ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ と の 境 界 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 閉 可 能 な ス ク リ ー ン ３ １ が  
配 置 さ れ て い る 。 ス ク リ ー ン ３ １ は 、 視 線 を 遮 る こ と が で き る と と も に 、 空 間 を 完 全 に 間  
仕 切 る こ と の な い シ ー ト 製 や 布 製 の 例 え ば ロ ー ル ス ク リ ー ン や カ ー テ ン 、 又 は 、 例 え ば 半  
透 明 の ス ク リ ー ン パ ー テ ー シ ョ ン な ど の 間 仕 切 建 具 で あ る 。 ス ク リ ー ン ３ １ に よ っ て ワ ー  
ク ス ペ ー ス １ ９ と 部 屋 ８ の ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ 以 外 の 空 間 と を 適 度 に 隔 て る こ と が で き 、  
例 え ば リ モ ー ト 会 議 の 際 に プ ラ イ ベ ー ト な 空 間 が 映 り 込 む こ と を 防 止 す る こ と が で き 、 適  
度 に 仕 事 に 集 中 で き る 空 間 を 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 リ ビ ン グ 空 間 ７ は 東 側 に 玄 関 室 ２ の 玄 関 ホ ー ル ５ と 接 続 す る 引 き 戸 ３ ２ が 設 け ら れ て い  
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る 。 ま た 、 ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ の 西 側 に は キ ッ チ ン ３ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 キ ッ チ ン ３ ０  
は 、 キ ッ チ ン シ ン ク が ダ イ ニ ン グ に 面 し て ア イ ラ ン ド 式 に 形 成 さ れ て お り 、 ワ ー ク ト ッ プ  
及 び コ ン ロ が 部 屋 ８ の 西 側 の 間 仕 切 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 キ ッ チ ン ３ ０ の 北 側 に は  
、 パ ン ト リ ー ３ ３ が 第 二 外 壁 １ ６ に 面 し て 形 成 さ れ て い る 。 リ ビ ン グ 空 間 ７ の 南 側 は 住 宅  
１ の 南 側 の 外 壁 面 を 形 成 す る 第 三 外 壁 ３ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 第 三 外 壁 ３ ４ の リ ビ ン グ 空  
間 ７ に 面 す る 位 置 に は 、 フ ル フ ラ ッ ト サ ッ シ の 掃 き 出 し 窓 の 大 開 口 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る  
。 大 開 口 ３ ５ の 屋 外 側 に は テ ラ ス デ ッ キ ３ ６ が 設 け ら れ て お り 、 リ ビ ン グ 空 間 ７ か ら 出 入  
り 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 北 側 の 第 二 外 壁 １ ６ の ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ に 対 面 す る 位 置 に 設 け ら れ た 開 口 部 ２ ２ と 、  
南 側 の 第 三 外 壁 ３ ４ の リ ビ ン グ 空 間 ７ に 面 す る 位 置 に 設 け ら れ た 大 開 口 ３ ５ と を 開 放 す る  
と 、 南 北 に 通 気 経 路 が 通 る こ と と な る の で 、 効 率 的 に 部 屋 ８ の 換 気 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 リ ビ ン グ 空 間 ７ の 西 側 に は 、 第 三 外 壁 ３ ４ に 沿 っ て ス テ ー ジ 部 ３ ７ が 形 成 さ れ て い る 。  
ス テ ー ジ 部 ３ ７ の 床 面 は 、 リ ビ ン グ 空 間 ７ 、 ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ 、 及 び キ ッ チ ン ３ ０ の 床  
面 よ り も 例 え ば ４ ０ ０ ｍ ｍ ～ ６ ０ ０ ｍ ｍ 高 く 形 成 さ れ て お り 、 北 側 に 形 成 さ れ た ２ 段 の 階  
段 ４ １ を 上 る こ と で 、 リ ビ ン グ 空 間 ７ 等 か ら 出 入 り す る こ と が で き る 。 ス テ ー ジ 部 ３ ７ と  
リ ビ ン グ 空 間 ７ と の 境 界 、 及 び ス テ ー ジ 部 ３ ７ と キ ッ チ ン ３ ０ と の 境 界 に は 、 ス テ ー ジ 部  
３ ７ の 床 面 よ り も 高 く な っ た カ ウ ン タ デ ス ク ３ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 ス テ ー ジ 部 ３ ７ は 、  
そ の 床 面 に 腰 か け て カ ウ ン タ デ ス ク ３ ８ の 上 に 書 物 を 置 い て 読 書 を し た り 、 例 え ば 子 供 が  
宿 題 を 広 げ て ス タ デ ィ コ ー ナ ー と し て 活 用 す る こ と が で き る 。 ス テ ー ジ 部 ３ ７ の 上 に は 西  
側 半 分 程 度 に 天 井 が 形 成 さ れ ず 、 ２ 階 に 連 通 す る 吹 き 抜 け ３ ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、  
ス テ ー ジ 部 ３ ７ に は 吹 き 抜 け ３ ９ を 通 っ て ２ 階 に 繋 が る 階 段 ４ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に １ 階 の 他 の 部 分 よ り も 床 面 が 高 く な っ て お り 、 し か も 吹 き 抜 け ３ ９ が 設 け ら  
れ る こ と で 、 ス テ ー ジ 部 ３ ７ を １ 階 の 他 の 部 分 よ り も ２ 階 に 近 い 印 象 と す る こ と が で き 、  
ス テ ー ジ 部 ３ ７ に ２ 階 に 繋 が る 階 段 ４ ０ が 設 け ら れ る こ と で 、 １ 階 と ２ 階 と の 接 続 を 段 階  
的 に し て 、 １ 階 と ２ 階 と を 適 度 に 繋 が っ た 印 象 の 空 間 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ー ジ 部 ３ ７ 、 リ ビ ン グ 空 間 ７ 、 ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ 、 キ ッ チ ン ３ ０ 、 及 び ワ ー ク ス  
ペ ー ス １ ９ は 、 一 体 大 空 間 と し て 形 成 さ れ て お り 、 １ つ の 部 屋 ８ を 構 成 し て い る 。 な お 、  
本 実 施 形 態 に お け る 「 部 屋 」 は 、 外 壁 、 間 仕 切 壁 、 床 、 天 井 な ど で 仕 切 ら れ 、 生 活 の 場 な  
ど に 用 い ら れ る 、 住 宅 １ 内 部 の 隔 て ら れ た 空 間 の 区 画 を い う 。 本 実 施 形 態 に お け る 部 屋 ８  
は 間 仕 切 壁 や 柱 が 設 け ら れ て い な い 無 柱 空 間 で あ り 、 ス テ ー ジ 部 ３ ７ 、 リ ビ ン グ 空 間 ７ 、  
ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ 、 キ ッ チ ン ３ ０ 、 及 び ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ の 各 所 か ら 他 の 各 所 を 遮 ら  
れ る こ と な く 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 住 宅 １ は 、 玄 関 室 ２ 、 土 間 収 納 部 １ ２ 、 及 び 身 支 度 室 １ ５ を 通 し て ワ ー ク  
ス ペ ー ス １ ９ に 入 る 動 線 が 形 成 さ れ る と と も に 、 玄 関 室 ２ か ら 直 接 リ ビ ン グ 空 間 ７ を 含 む  
部 屋 ８ に 入 る 動 線 が 設 け ら れ て い る の で 、 玄 関 室 ２ を 通 っ て ２ つ の 動 線 か ら ワ ー ク ス ペ ー  
ス １ ９ 、 リ ビ ン グ 空 間 ７ 、 ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ 、 キ ッ チ ン ３ ０ 、 及 び ス テ ー ジ 部 ３ ７ が 一  
体 大 空 間 と し て 形 成 さ れ た 部 屋 ８ に 進 入 可 能 と な っ て い る 。 土 間 収 納 部 １ ２ 、 及 び 身 支 度  
室 １ ５ を 通 っ て ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ に 進 入 す る 動 線 は 、 居 住 者 の 外 出 時 や 帰 宅 時 に 例 え ば  
鞄 や 装 身 具 を 付 け 外 し し 、 又 は 外 套 や 靴 を 脱 ぎ 着 す る こ と が で き る 利 便 性 の 高 い 動 線 と す  
る こ と が で き る 。 ま た 、 玄 関 室 ２ か ら 直 接 部 屋 ８ に 入 る 動 線 は 来 客 時 の 動 線 と し て 利 用 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ワ ー ク ス ペ ー ス １ ９ が 身 支 度 室 １ ５ に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と で 、 仕 事 用 の 鞄 を 身 支 度  
室 １ ５ に 収 納 し て お い て お き 、 在 宅 ワ ー ク の 際 の 利 便 性 も 高 め る こ と が で き る 。 し か も ワ  
ー ク ス ペ ー ス １ ９ が 、 部 屋 ８ 内 に 形 成 さ れ た リ ビ ン グ 空 間 ７ 、 ダ イ ニ ン グ 空 間 ２ ９ 、 キ ッ  
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チ ン ３ ０ 、 及 び ス テ ー ジ 部 ３ ７ と 一 体 配 置 さ れ る 空 間 で あ る の で 、 在 宅 ワ ー ク の と き に 他  
の 居 住 者 と 適 度 な 距 離 感 で 仕 事 を す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 玄 関 室 ２ か ら 部 屋 ８ に 入 る  
２ つ の 動 線 上 に は い ず れ も 廊 下 が 設 け ら れ て い な い の で 、 住 宅 １ の 空 間 効 率 を 高 め る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 三 外 壁 ３ ４ の ス テ ー ジ 部 ３ ７ に 面 し た 位 置 に は 引 き 違 い 窓 ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ま  
た 、 引 き 違 い 窓 の 上 方 の ２ 階 の 位 置 に は 、 は め 殺 し 窓 ４ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 窓  
４ ２ ， ４ ３ は 吹 き 抜 け ３ ９ の 上 下 に 設 け ら れ て い る の で 、 は め 殺 し 窓 ４ ３ か ら の 採 光 は １  
階 の 部 屋 ８ の 各 所 に 外 光 を 届 か せ る こ と が で き る 。 ス テ ー ジ 部 ３ ７ と ２ 階 と を つ な ぐ 階 段  
４ ０ の 下 に は 、 階 段 下 収 納 ４ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 階 段 下 収 納 ４ ４ の 北 側 に は 、 洗 面 所 ４  
５ 及 び 浴 室 ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 階 段 ４ ０ は 南 側 か ら 北 側 に 向 か っ て 上 り 勾 配 に 形 成 さ れ て い る 。 階 段 ４ ０ を 上 が っ て ２  
階 に は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 階 段 ホ ー ル ４ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 階 段 ホ ー ル ４ ７  
の 北 側 に は 当 該 階 段 ホ ー ル ４ ７ に 隣 接 し て 行 き 来 可 能 に 形 成 さ れ た 畳 コ ー ナ ー ４ ８ が 設 け  
ら れ て い る 。 畳 コ ー ナ ー ４ ８ は 、 住 宅 １ の ２ 階 の 北 西 角 に 形 成 さ れ て お り 、 例 え ば ３ 畳 ほ  
ど の 小 部 屋 で あ る 。 畳 コ ー ナ ー ４ ８ の 東 側 に は 、 畳 コ ー ナ ー ４ ８ に 行 き 来 可 能 な 家 事 室 ４  
９ が 設 け ら れ て い る 。 家 事 室 ４ ９ に は 洗 濯 機 置 き 場 ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 階 段 ホ ー ル ４  
７ と 畳 コ ー ナ ー ４ ８ と の 境 界 は 取 り 外 し 可 能 な 襖 ５ １ に よ っ て 開 閉 可 能 と さ れ て い る 。 ま  
た 、 畳 コ ー ナ ー ４ ８ と 家 事 室 ４ ９ と の 境 界 は 取 り 外 し 可 能 な 襖 ５ ２ に よ っ て 開 閉 可 能 と さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 階 段 ホ ー ル ４ ７ の 東 側 に は 廊 下 ５ ５ が 延 び て い る 。 廊 下 ５ ５ の 北 側 に は ２ 階 ト イ レ ５ ３  
や ウ ォ ー ク イ ン ク ロ ー ゼ ッ ト ５ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 廊 下 ５ ５ の 東 端 に は 、 主 寝 室 ５ ６ が  
形 成 さ れ て い る 。 主 寝 室 ５ ６ は 南 側 に 掃 き 出 し 窓 ５ ７ が 形 成 さ れ て お り 、 当 該 掃 き 出 し 窓  
の 外 側 に バ ル コ ニ ー １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 廊 下 ５ ５ の 南 側 に は 子 供 部 屋 ５ ８ が 設  
け ら れ て い る 。 子 供 部 屋 ５ ８ は 、 廊 下 ５ ５ に 面 し て 出 入 口 が ２ つ 設 け ら れ て い る 。 子 供 部  
屋 ５ ８ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 １ つ の 大 き な 空 間 と し て 形 成 さ れ て い る が 、 中 央 に 間 仕 切  
壁 ５ ９ を 設 け て 東 西 に 分 断 す る こ と で 、 ２ つ の 子 供 部 屋 ５ ８ ａ ， ５ ８ ｂ に 分 け る こ と も で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 畳 コ ー ナ ー ４ ８ と 家 事 室 ４ ９ と を 隔 て る 襖 ５ ２ を 取 り 払 う と 、 家 事  
室 ４ ９ と 畳 コ ー ナ ー ４ ８ と が 一 体 的 な 空 間 と な り 、 例 え ば 家 事 室 ４ ９ に 干 し た 洗 濯 物 の ア  
イ ロ ン が け や 洗 濯 物 を 畳 む 作 業 を 畳 コ ー ナ ー ４ ８ で 行 う こ と で 一 か 所 に ま と め て 効 率 的 な  
洗 濯 家 事 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 畳 コ ー ナ ー ４ ８ と 階 段 ホ ー ル ４ ７ と を 隔 て る 襖 ５ １  
も 取 り 払 う と 、 家 事 室 ４ ９ 及 び 畳 コ ー ナ ー ４ ８ は 、 吹 き 抜 け ３ ９ を 介 し て １ 階 と も 空 間 的  
に 繋 が る こ と と な り 、 洗 濯 家 事 を 行 い な が ら １ 階 の 様 子 を 感 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 階 段 ホ ー ル ４ ７ と 畳 コ ー ナ ー ４ ８ と の 境 界 の 襖 ５ １ 、 及 び 、  
畳 コ ー ナ ー ４ ８ と 家 事 室 ４ ９ と の 境 界 の 襖 ５ ２ を 閉 じ る こ と に よ り 、 畳 コ ー ナ ー ４ ８ を 独  
立 し た 小 部 屋 と す れ ば 、 来 客 が 宿 泊 す る 場 合 に 簡 易 的 な 寝 室 と し て 利 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 上 述 の 形 態 に 限 る こ と な く 、 本 発 明 の 思 想 の 範 囲 を 逸 脱 し な い 範  
囲 で 適 宜 変 更 す る こ と が で き る こ と は 云 う ま で も な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 住 宅 １ は 、 在 宅 ワ ー ク に 適 し た 住 宅 １ と し て 好 適 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １       住 宅
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　 ２       玄 関 室
　 ３       第 一 外 壁
　 ４       玄 関 土 間
　 ５       玄 関 ホ ー ル
　 ７       リ ビ ン グ 空 間
　 ８       部 屋
　 １ ２     土 間 収 納 部
　 １ ５     身 支 度 室
　 １ ６     第 二 外 壁
　 １ ９     ワ ー ク ス ペ ー ス
　 ２ ０     机
　 ２ ２     開 口 部
　 ２ ３     収 納 部
　 ２ ９     ダ イ ニ ン グ 空 間
　 ３ ４     第 三 外 壁
　 ３ ７     ス テ ー ジ 部
　 ３ ９     吹 き 抜 け
　 ４ ７     階 段 ホ ー ル
　 ４ ８     畳 コ ー ナ ー
　 ４ ９     家 事 室
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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